
蘇（
よ
み
が
え
）る
路
地
裏
賞

ま
ち
な
か
再
生
賞

温
故
知
新
賞

光
の
小
径
賞

和
の
う
る
お
い
賞

グ
リ
ー
ン
協
調
賞

調
べ
を
奏
で
る
前
庭
賞

『マイシティとくしま』（四国放送テレビ）毎週日曜日１１：５０～正午放送／『徳島市NOW』（ケーブルテレビ徳島）毎日３回週替わりで放送

2月1日2009
平成２１年１月１日現在

（前月比）

人 口 ２５９，４９３人（－３３）
男 １２３，３９５人（＋２）
女 １３６，０９８人（－３５）

世帯数 １１０，９１５世帯（＋８０）
面 積 １９１．３９�

（ホームページ）http://www.city.tokushima.tokushima.jp/
（携帯）http://www.city.tokushima.tokushima.jp/i/ No．８００

第
１２
回
目
と
な
る
今
回
、
原
則
と

し
て
平
成
１７
年
４
月
１
日
以
降
に
市

内
に
完
成
（
増
築
、
改
築
な
ど
を
含

む
）
し
た
建
築
物
と
、
そ
れ
ら
を
生

か
し
た
街
並
み
を
対
象
に
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
８２
件

の
推
薦
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
中
か
ら
、
美
術
・
デ
ザ

イ
ン
の
専
門
家
、
建
築
家
、
学
識
経

験
者
な
ど
で
構
成
す
る
選
考
委
員
会

で
の
審
査
を
経
て
、
７
件
の
建
築
物

な
ど
が
受
賞
作
品
と
し
て
選
ば
れ
ま

し
た
。

な
お
、
表
彰
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

作
品
の
特
徴
を
表
し
た
も
の
と
し
て

い
ま
す
。

◆
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
‐
Ｇ
Ａ
Ｉ
﹇
徳
島

駅
前
名
店
街
（
元
町
１
丁
目
）﹈

再
開
発
に
よ
る
開
放
さ
れ
た
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
（
空
地
）
を
隣
地
と

の
路
地
側
に
取
り
、
細
い
路
地
裏
を

生
き
返
ら
せ
ま
し
た
。

そ
の
ま
ま
で
は
裏
の
ま
ま
に
な
っ

た
空
間
に
光
を
当
て
た
こ
と
が
評
価

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ａ
プ
ラ
ス
（
東
船
場
町

１
丁
目
）

街
の
中
の
銀
行
建
物
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
用
途
の
ま
っ
た
く
異
な
る

商
業
施
設
と
し
た
も
の
で
、
銀
行
の

持
つ
固
い
イ
メ
ー
ジ
を
、
パ
ネ
ル
で

包
む
こ
と
で
変
ぼ
う
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
街

の
に
ぎ
わ
い
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

◆
佐
古
配
水
場
の
改
修
フ
ェ
ン
ス

（
南
佐
古
六
番
町
）

大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
歴
史
的

建
造
物
で
、
当
時
は
れ
ん
が
積
み
に

鉄
柵
の
塀
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

戦
時
中
の
鉄
供
出
の
た
め
木
製
の
簡

素
な
柵
に
な
っ
て
い
た
も
の
を
、
今

回
、
写
真
な
ど
か
ら
建
設
時
の
デ
ザ

イ
ン
に
似
せ
て
復
元
さ
せ
て
い
ま
す
。

◆
新
町
川
水
際
公
園
・
ふ
れ
あ
い
橋
周

辺
景
観
整
備（
南
内
町
２
丁
目
ほ
か
）

１
６
７
０
万
色
に
も
及
ぶ
色
と
動

き
に
よ
る
光
の
演
出
が
、
ふ
れ
あ
い

橋
か
ら
新
町
川
公
園
を
彩
り
、
四
季

の
移
り
変
わ
り
の
イ
メ
ー
ジ
や
星
座
、

虹
な
ど
を
表
し
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
光
源
と
し
て
、
園
内
を

歩
く
人
を
幻
想
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
世

界
に
誘
っ
て
く
れ
ま
す
。

◆
風
游
（
ふ
う
ゆ
う
）
の
家
（
徳
島

市
内
）

住
宅
団
地
の
中
に
端
正
な
現
代
和

風
の
た
た
ず
ま
い
で
建
っ
て
い
る
こ

の
住
宅
は
、
玄
関
横
壁
面
に
小
さ
な

シ
ョ
ー
ウ
イ

ン
ド
ー
を
設

け
、
小
物
の

焼
き
物
な
ど

を
飾
っ
て
道

行
く
人
の
た
め
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し

て
安
ら
い
だ
空
間
を
創
っ
て
い
ま
す
。

植
栽
も
街
並
み
に
配
慮
し
て
公
共

空
間
と
違
和
感
な
く
と
け
込
ん
で
い

ま
す
。

◆
Ｏ
邸
〜
Ｔ
邸
の
前
庭
（
山
城
町
東

浜
傍
示
）

隣
り
あ
っ
た
住
宅
が
、
同
じ
よ
う

に
敷
地
前
面
に
前
庭
を
造
っ
た
こ
と

で
植
栽
が
連
続
し
、
道
路
空
間
に
開

放
的
な
広
が
り
を
与
え
て
い
ま
す
。

◆
コ
モ
ン
ラ
イ
フ
津
田
の
前
庭
（
津

田
町
１
丁
目
）

建
物
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ザ
イ
ン
は
異

な
っ
て
い
る
の
に
、
前
庭
の
設
計
方

針
を
規
格
化
し
た
お
か
げ
で
街
並
み

が
美
し
い
統
一
感
を
出
し
て
い
ま
す
。

◆

◆

◆

徳
島
市
で
は
街
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン

賞
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
う
る
お
い
の
あ
る
都
市
景
観

の
形
成
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
街
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
賞
の

概
要
は
徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

近
年
、従
来
の
街
づ
く
り
に
加
え
て
、う
る
お
い
、や
す
ら
ぎ
、ゆ
と
り
な
ど

の
精
神
的
・
文
化
的
豊
か
さ
に
配
慮
し
た
街
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

徳
島
市
で
は
、優
れ
た
計
画
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
建
築
物
な
ど
が
、都
市
の

美
化
、都
市
環
境
の
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
の

奨
励
と
顕
彰
を
図
る
た
め
、徳
島
市「
街
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
賞
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。こ
の
た
び
、第
１２
回
街
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
賞
７
件
を
決
定
し
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。

第
１２
回
街
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
賞
決
定
！

参加者募集

▼デザイン賞を巡るツアー
第１２回街づくりデザイン賞の受賞作品を巡るバ
スツアーを開催します（先着２０人）。
［とき］２月２０日�１３：３０～１６：３０［参加費］無料

▼都市デザインセミナー
～「街づくりデザイン賞」を語る会～
街づくりデザイン賞について、受賞した建築主
・設計者と選考委員が意見交換を行います。参加
者からの意見・提案も歓迎。
［とき］２月２８日�１４：００～１６：００［参加費］無料
［ところ］ヨンデンプラザ徳島３Ｆホール（寺島本
町東２）
［申し込み方法］いずれも、電話で都市デザイン室
（�６２１－５２４９）へ

第１２回街づくりデザイン賞総評

街づくりデザイン賞選考委員長
林 茂樹さん

昔は家を新築すると塀で囲い、門を
構えることが一般的でした。しかし、
最近の傾向として一家の車の保有台数
が２～３台になってきており、駐車ス
ペースを確保するため家をセットバッ
ク（後退）して前庭を駐車場にしてい
るのがほとんどとなっています。その
ため必然的に塀は無く、空いたスペー
スに植栽を施すこととなり、公共空間
（前面道路）との間に中間領域として
解放された空間が形成されています。
また各戸が車の駐車スペースだけ建物をセットバックして、無意
識のうちに各建物の壁面線がそろった街並みが形成されてきている
という現象も起こってきています。
このことは、昼間、車の出払ったときには広い空間と緑で街並み
にゆとりを与える事となりますが、車が帰って並ぶと残念ながら途
端に景観は悪くなります。
今回応募の住宅はそのようなものがほとんどでしたが、そこでも
街づくりへの〝ひとくふう〟など、踏み込んで景観への配慮を行っ
ていたものが評価されています。
惜しくも選ばれなかった作品の中にも優れたものもたくさんあり、
それぞれ「まち」に配慮して造られていることがうかがえますし、
また夜景への推薦も多く、徳島市で進める「ＬＥＤが魅せるまち・
とくしま」の推進にも力になればと思います。 調べを奏でる前庭賞（津田町１丁目）

温故知新賞（南佐古六番町）

グリーン協調賞（山城町東浜傍示）

和のうるおい賞（市内）

まちなか再生賞（東船場町１丁目）

光の小径賞（南内町２丁目ほか）

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈都
市
デ
ザ
イ
ン

室
�（
６
２
１
）５
２
４
９

蘇る路地裏賞（元町１丁目）

発行：徳島市（毎月１日・１５日発行） 〒７７０‐８５７１ 徳島市幸町２丁目５ �（０８８）６２１‐５１１１（代表）
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市市
・・
県県
民民
税税

（（
市市
役役
所所
２２
階階
市市
民民
税税
課課
））

申
告
が
必
要
な
人

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

申
告
書
の
記
入

申
告
に
必
要
な
も
の

住住住住住住
宅宅宅宅宅宅
ロロロロロロ
ーーーーーー
ンンンンンン
控控控控控控
除除除除除除
のののののの

申申申申申申
告告告告告告
もももももも
忘忘忘忘忘忘
れれれれれれ
ずずずずずず
にににににに

平平
成成
２２１１
年年
度度
のの
市市
・・

県県
民民
税税
のの
変変
更更
点点

公公
的的
年年
金金
かか
らら
のの
特特
別別
徴徴
収収

制制
度度
がが
始始
まま
りり
まま
すす

寄寄
附附
金金
控控
除除
がが

拡拡
充充
ささ
れれ
まま
すす

所所
得得
税税
なな
どど

（（
アア
スス
テテ
ィィ
とと
くく
しし
まま
））

確
定
申
告
が
必
要
な
人

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

の
ご
利
用
を

申
告
相
談
会
場

平
成
２１
年
度
の
市
・
県
民
税

は
、
平
成
２０
年
中
の
所
得
か
ら

算
出
さ
れ
る
た
め
、
昨
年
の
中

途
で
退
職
し
現
在
所
得
が
な
く

て
も
、
昨
年
１
月
１
日
か
ら
退

職
す
る
ま
で
に
受
け
た
給
与
な

ど
の
所
得
が
課
税
対
象
と
な
り

ま
す
。

一
方
、
こ
と
し
就
職
な
ど
に

よ
っ
て
所
得
が
あ
っ
て
も
、
昨

年
所
得
が
な
か
っ
た
人
は
、
平

成
２１
年
度
の
市
・
県
民
税
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

※
平
成
２１
年
１
月
１
日
現
在
、

徳
島
市
内
に
住
所
が
な
い
人
で

も
、
同
市
内
に
事
務
所
・
事
業

所
や
家
屋
敷
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
均
等
割
を
納
め
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
２１
年
１
月
１
日
現
在
、

徳
島
市
内
に
住
み
、
平
成
２０
年

中
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
で
す
。

▼
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外

に
所
得
の
あ
っ
た
人

▼
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か

ら
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書

の
提
出
が
な
い
人

▼
営
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど

の
所
得
の
あ
る
人
で
、
所
得
税

の
か
か
ら
な
い
人

▼
給
与
所
得
や
年
金
所
得
だ
け

の
人
で
、
医
療
費
控
除
・
雑
損

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
人
（
年
金
所
得
だ

け
の
人
に
つ
い
て
は
、
社
会
保

険
料
控
除
・
生
命
保
険
料
控
除

な
ど
も
申
告
が
必
要
で
す
）

▼
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申

告
を
す
る
人

▼
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
で
、

給
与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か

ら
市
役
所
に
提
出
さ
れ
て
い
る

人▼
所
得
が
年
金
所
得
だ
け
の
人

で
、
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

の
中
で
受
け
て
い
る
所
得
控
除

以
外
に
所
得
控
除
を
追
加
し
な

い
人

▼
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

▼
障
害
者
、
未
成
年
者
ま
た
は

寡
婦
・
寡
夫
で
、
前
年
中
の
合

計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以

下
の
人

▼
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が

次
の
①
②
の
金
額
以
下
の
人

①
本
人
だ
け
の
場
合＝

３１
万
５

０
０
０
円

②
扶
養
家
族
が
い
る
場
合＝

３１

万
５
０
０
０
円
×
（
本
人
＋
扶

養
家
族
の
人
数
）
＋
１８
万
９
０

０
０
円

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
、
所
得
証
明

書
が
必
要
な
人
、
児
童
扶
養
手

当
な
ど
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
よ
う
と
す
る
人
は
申
告
が

必
要
で
す
。

申
告
書
が
必
要
と
思
わ
れ
る

人
に
は
、
申
告
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、「
申
告
の
手
引
」を
読

ん
で
、納
税
者
ご
自
身
で
記
入

し
て
く
だ
さ
い（
２
月
４
日
発

送
予
定
）。※
自
宅
に
申
告
書
が

届
か
な
か
っ
た
人
で
、申
告
の

必
要
な
人
は
、市
民
税
課（
市
役

所
２
階
）ま
た
は
各
支
所
に
あ

る
申
告
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
簡
単
・
便
利
な
郵
送
申
告
】

市
で
は
、
郵
送
で
の
申
告
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
送
付
す

る
申
告
書
に
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

①
市
・
県
民
税
申
告
書
②
印
鑑

（
認
め
印
・
朱
肉
使
用
）
③
平

成
２０
年
中
の
所
得
計
算
に
必
要

な
帳
簿
・
領
収
書
・
給
与
明
細

・
源
泉
徴
収
票
な
ど
④
平
成
２０

年
中
に
支
払
っ
た
国
民
健
康
保

険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
、
介

護
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
医

療
費
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
証

明
書
な
ど

対
象
者
は
次
の
①
②
を
満
た

す
人（
申
告
は
毎
年
必
要
で
す
）

①
平
成
１１
年
か
ら
平
成
１８
年
ま

で
に
入
居
し
た
人
で
、
既
に
所

得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適

用
を
受
け
て
い
る
人

②
税
源
移
譲
の
影
響
で
所
得
税

か
ら
控
除
し
き
れ
な
い
住
宅
ロ

ー
ン
控
除
額
が
発
生
し
た
人

﹇
申
告
期
間
﹈３
月
１６
日
�
ま
で

平
成
２１
年
１０
月
以
降
に
支
払

わ
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の

公
的
年
金
か
ら
市
・
県
民
税
を

特
別
徴
収
す
る
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。

現
在
納
付
書
で
お
支
払
い
い

た
だ
い
て
い
る
市
・
県
民
税
を
、

公
的
年
金
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

※
特
別
徴
収
す
る
税
額
は
、
公

的
年
金
に
か
か
る
税
額
の
み
と

な
り
ま
す
。
給
与
所
得
な
ど
に

か
か
る
税
額
は
別
途
徴
収
し
ま

す
。

﹇
対
象
者
﹈前
年
中
に
公
的
年
金

を
受
給
し
て
お
り
、
４
月
１
日

に
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給

し
て
い
る
６５
歳
以
上
の
人
。

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
な

ど
の
給
付
年
額
が
１８
万
円
未
満

の
人
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。平

成
２１
年
度
か
ら
市
・
県
民

税
の
寄
附
金
控
除
が
拡
充
さ
れ

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

▼
控
除
方
式
が
所
得
控
除
か
ら

税
額
控
除
に
変
わ
り
ま
す
。
控

除
対
象
額
の
適
用
下
限
を
５
０

０
０
円
に
引
き
下
げ
、
上
限
を

総
所
得
金
額
な
ど
の
３０
％
に
引

き
上
げ
ま
す
。

▼
「
ふ
る
さ
と
」
に
対
し
貢
献

ま
た
は
応
援
し
た
い
と
い
う
思

い
を
実
現
す
る
観
点
か
ら
、
地

方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附
金

に
新
た
に
特
例
控
除
が
加
わ
り
、

５
０
０
０
円
を
超
え
る
額
に
つ

い
て
、
一
定
の
限
度
（
市
・
県

民
税
所
得
割
の
１
割
）
ま
で
所

得
税
、
市
・
県
民
税
あ
わ
せ
て

全
額
控
除
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
税
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
２０
年
分
の
所
得
税
・
贈

与
税
の
確
定
申
告
は
、
３
月
１６

日
�
が
申
告
・
納
付
の
期
限
で

す（
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
は
３
月
３１
日
�
）。

▼
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
な

ど
が
あ
る
人
で
、
平
成
２０
年
中

の
所
得
の
合
計
額
が
、
配
偶
者

控
除
、
扶
養
控
除
、
基
礎
控
除

な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を

超
え
る
人

▼
給
与
所
得
者
で

◇
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を

超
え
る
場
合
◇
給
与
を
２
カ
所

以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
場
合

◇
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外

の
所
得
金
額
（
地
代
・
家
賃
・

原
稿
料
な
ど
）
の
合
計
額
が
２０

万
円
を
超
え
る
場
合
な
ど

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
、
確
定
申
告
書
を
簡
単
に
作

成
で
き
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

:
//w
w
w
.nta.go.jp

）

▼
郵
送
な
ど
に
よ
る
提
出＝
作

成
し
た
申
告
書
を
Ａ
４
サ
イ
ズ

の
普
通
紙
で
出
力

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
提

出＝

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http
://w
w
w
.e -tax.nta.go.jp

）

﹇
会
場
﹈ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

（
山
城
町
東
浜
傍
示
１
）

﹇
期
間
﹈２
月
２
日
�
〜
３
月
１６

日
�
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

た
だ
し
、
２
月
２２
日
・
３
月
１

日
の
日
曜
日
は
実
施
し
ま
す
）

﹇
受
付
時
間
﹈９
時
〜
１６
時

な
お
、
こ
の
期
間
、
徳
島
税
務

署
庁
舎
内
で
は
申
告
相
談
会
場

を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
のののののののののののののののののののののののの
申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
をををををををををををををををををををををををを
忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
ずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずず
にににににににににににににににににににににににに

市
・
県
民
税
（
地
方
税
）
や
所
得
税
（
国
税
）
な
ど
の
申

告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
こ
と
し
の
申
告
期
間
は
、
２
月
１６

日
�
か
ら
３
月
１６
日
�
ま
で
で
す
。
税
金
を
公
正
に
納
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
税
の
申
告
が
必
要
な
人
は
忘
れ
ず
、
お

早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申申
告告
受受
けけ
付付
けけ
はは
２２
月月
１１６６
日日
〜〜
３３
月月
１１６６
日日

年金受給者の
確定申告相談会を開催

公的年金などを受給している人で源泉徴収税

額のある人を対象に、税理士による「確定申告相

談会」を開催します。

［とき］２月９日�～１３日�（１１日�は除く）
９：００～１２：００、１３：００～１６：００

［ところ］市役所本館１階国際親善コーナー

［必要書類］①確定申告書（送付されていない人

は当日交付）②公的年金の源泉徴収票③印鑑④

本人の預金口座番号が分かるもの⑤平成２０年中

に支払った生命保険料・個人年金保険料・地震保

険料などの証明書、健康保険料・介護保険料・医

療費などの領収書⑥社会保険料（国民年金保険

料）控除証明書など

［問い合わせ先］四国税理士会徳島支部（�６２３－
０４２４）、市民税課（�６２１－５０６３～５０６５）

６５
歳
以
上
７５

歳
未
満
の
重
度

心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
受
給

者
で
、
障
害
認

定
を
受
け
て
後

期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し

た
こ
と
で
、
同

受
給
者
の
世
帯

の
平
成
２０
年
度

の
医
療
保
険
の

保
険
料
（
介
護

分
を
除
く
）
が

前
年
度
に
比
べ

増
額
し
た
人
に
対
し
て
、
保
険

料
の
増
額
分
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
（
上
限
は
５
万
円
）。

﹇
手
続
き
方
法
﹈増
額
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
人
に
対
し
て
２
月

上
旬
に
申
請
書
な
ど
を
送
付
し

ま
す
（
１２
〜
３
月
の
間
に
６５
歳

以
上
に
な
り
、
障
害
認
定
を
受

け
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
す
る
人
は
、
保
険
料
の
決

定
が
３
月
以
降
に
な
る
た
め
、

６
月
頃
に
対
象
者
に
送
付
し
ま

す
）。必要

事
項
を
記
入
、
押
印
の

上
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
２
月
２７
日

�
（
必
着
）
ま
で
に
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

重重度度心心身身障障害害者者医医療療費費助助成成受受給給者者
にに保保険険料料のの増増額額分分をを助助成成ししまますす

保健センター（ふれあい健康館内）なんでも相談市民センター
（市役所１階） �６２１－５２００・５１２９２月の無料相談

女性センター（アミコビル４階）

※託児あり（１歳～就学前まで。無料。要申し込み）

消費生活センター（アミコビル４階）

�注弁護士相談のみ予約制で、４日�８：３０から電話
でのみ予約受け付け。各日９人（先着）１人２０分
以内。
＊行政相談委員相談は、ふれあい健康館１階相談
室でも実施。［とき］１８日�１３：００～１５：００
＊司法書士相談は、シビックセンター５階第２活動室
でも実施。［とき］８日�・２２日�１０：００～１２：００

《女と男生き方相談》�６２４－２６１３
［対象］市内在住・在勤・在学の人

１０：００～１７：００
〈休〉日曜、火曜、祝日

１８：００～２０：００
４日・１８日�
６日・１３日・２０日�

一般相談・カウン
セリング【電話・面
談（要予約）】

夜間相談【電話・面
談ともに要予約】

《専門員による相談》［対象］市内在住の人
１３：００～１６：００
１３：００～１５：００
１３：３０～１６：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１３：００

１３：００～１６：００

９：００～１５：３０

９：００～１５：３０

１８・２５日�
２日�
３・１７日�
５・１９日	
毎週月・金曜
毎週火曜
２６日	

１２日	

毎週月～金曜

毎週月～金曜

弁 護 士�注
行政相談委員
人権擁護委員
土地家屋調査士
司 法 書 士
行 政 書 士
住まいづくり
社会保険労務士
（ 年 金 相 談 ）

心 配 ご と
（相続・離婚など）

交 通 事 故

《栄養士による栄養相談》�６５６－０５３４
［対象］市内在住の人【要予約】

９：００～１２：００
１３：００～１６：００

毎週
水曜生活習慣改善栄養相談

《医師による健康相談》�６５６－０５１５
［対象］市内在住の４０歳以上の人【要予約】

１３：００～１５：００

９：３０～１１：３０

１３：００～１５：００
９：３０～１１：３０

１３：００～１５：００

１０日�
１８日�
１０日�
１８日�

２４日�

一 般 健 康 相 談

もの忘れ予防相談

介 護 予 防 相 談

糖 尿 病 相 談
禁 煙 支 援 相 談

《消費生活相談》�６２５－２３２６
［対象］市内在住の人

１０：００～１８：００
（受け付けは１７：００まで）
〈休〉火曜、祝日

消費生活相談

《保健師による健康相談》�６５６－０５１５
［対象］市内在住の４０歳以上の人【午後は要予約】

８：３０～１２：００
１３：００～１７：００

毎週
月～金曜健 康 相 談

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈徳
島
税
務

署
�（
６
２
２
）４
１
３
１

※
審
査
の
結
果
、助
成
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

﹇
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
﹈障

害
福
祉
課（
市
役
所
南
館
１

階
）�（
６
２
１
）５
５
１
３

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈市
民
税
課

�（
６
２
１
）５
０
６
３
〜
５

０
６
５

２

徳島市は、個人情報の取り扱いについては「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。

第８００号 平成２１年２月１日広 報



徳島市交通局の路線バス嘱託運転手

市立保育所の短時間勤務保育士

市立保育所の臨時調理員

健診結果健康相談

初めての運動教室

応急手当の実技講習会

とくしま植物園「雑草いけばな教室」

くらしの講座

リフォーム講習会
「簡単なベスト・バッグを作りましょう」

「古い木綿布で草履を作りましょう」

赤ちゃんのガラス誕生記念品の制作

ペットの足形ガラス記念品の制作

新春ふれあい寄席

「徳島の記憶」聴き書き講習会

女あきんどネット～ぺちゃくちゃ問答塾～

徳島市障害者福祉展

人権問題講演会～心のつながりを求めて～

さくら作品展

何をどれくらい食べたらいいのだろう

市立図書館〈２月のおはなし室プログラム〉

物品納入業者の登録申請
追加受け付け

農地の貸し借りの申し出を受け付け

眉山ロープウェイ運行中止

吉野川水系河川整備計画【原案】
公聴会（下流域会場）の傍聴

住宅用太陽光発電システムの
補助制度がスタート

新型インフルエンザ対策の冊子を配布

申…お申し込み方法 問…お問い合わせ先

交通局（万代町７）で勤務する路線バス
の嘱託運転手を５人程度募集。応募資格は、
第２種大型運転免許を持っている人。ほか、
交通局で配布の募集要綱のとおり。
申所定の用紙で、２月１０日�までに、交
通局総務課（�６２３－２１５１）へ。

平成２１年４月１日から市立保育所に午前
または午後に短時間（１日３時間）の勤務
をする保育士を若干名募集。応募資格は保
育士登録をしている人か、３月３１日までに
登録ができる見込みの人。

平成２１年４月１日から市立保育所に勤務
する調理員を若干名募集。
申短時間保育士は２月１７日�までに、調理
員は２月２４日�までに、履歴書を直接また
は郵送で、保育課指導係（〒７７０－８５７１ 幸
町２－５ 市役所南館２階 �６２１－５１９５）へ。

２月１６日�～２０日�１３：００～１５：００。１
人につき約１時間。保健センター健康相談
室（ふれあい健康館２階）で。糖尿病や合
併症の予防のための保健師・栄養士による
相談。対象は、糖尿病の疑いや予備群、ま
たは糖尿病と言われた市民など。準備物は
筆記用具、健診結果・血液検査結果など。
参加無料。
申保健センター（�６５６－０５３４）へ。

２月１９日�、３月５日�＝６４歳までの市
民対象、２月２６日�、３月１２日�＝６５歳以
上の市民対象。いずれか１回の参加。時間
は各日１３：３０～１５：００。保健センター元気
回復室（ふれあい健康館２階）で。準備物
は運動のできる服装、上履き、タオル、水
分補給の水など。定員は各１０人（先着）。参
加無料。
申保健センター（�６５６－０５３４）へ。

２月１５日�１３：００～１６：００。西消防署（庄
町１）で開催。人工呼吸法や胸骨圧迫、AED
の取り扱いなど。受講無料。
申西消防署（�６３１―０１１９）、東消防署（�
６５６―１１９５）へ。

２月２２日�１０：００～１２：００。とくしま植
物園緑の相談所で。内容は「野草でコサー

ジュを作りましょう！」。対象は市内在住・
在勤・在学の人。定員は２０人（抽選）。受講
料は７００円（材料費込み）。
申往復はがきに教室名、住所、名前、年
齢、電話番号、返信あて名を記入し、２月
１０日�（必着）までに、とくしま植物園緑
の相談所（〒７７１－４２６７ 渋野町入道４５－
１ �６３６－３１３１）へ。徳島市ホームペー
ジ「電子申請」からも申し込み可。

２月１６日�１３：３０～１５：００。シビックセ
ンター５階第１活動室で。テーマは「頼り
になりますね、公正証書～特に相続と遺言
について～」。講師は徳島公証役場の安田高
英さん。定員は４０人（先着）。受講は無料。
申消費生活センター（�６２５－２３２６）へ。

１班（ベスト）＝２月１３日�・２０日�（２
日間）、２班（バッグ）＝２月２７日�。時間
はいずれも１３：００～１６：００。シビックセン
ター５階で。定員は各１０人（抽選）。準備物
は簡単な裁縫道具と、ベストは木綿地のブ
ラウスやスカートなど、バッグは柔らかい
ジーンズ。受講無料。対象は市内在住の人。

Ａ班＝２月２３日�、Ｂ班＝３月１３日�。
時間はいずれも１３：００～１６：００。シビック
センター４階で。定員は各１０人（抽選）。準
備物は、木綿地（浴衣・シーツ・シャツな
ど）、簡単な裁縫道具、千枚通し、洗濯ばさ
みなど。受講無料。対象は市内在住の人。
申いずれも、往復はがきに講習会名と希
望する班、住所、名前、電話番号、返信あ
て名を記入し、１班（ベスト）は２月６日
�までに、２班（バッグ）、Ａ班、Ｂ班（草
履）は２月１６日�（当日消印有効）までに、
消費生活センター（〒７７０－０８３４ 元町１
－２４ �６２５－２３２６）へ。

２月８日�９：００～１２：００、１３：３０～１６：３０。
徳島ガラススタジオ（勝占町中須）で。足
形は３カ月児、手形は１歳児くらいから。
定員は各１０人（先着）。１個４，０００～５，０００円。
申徳島ガラススタジオ（�６６９－１１９５）へ。

３月８日�１０：００～１６：００。徳島ガラス
スタジオで。愛犬や愛猫の足形でガラス製
記念品を制作。１個２，０００円～３，０００円。
申徳島ガラススタジオ（�６６９－１１９５）へ。

２月１４日�１３：３０～１５：００。ふれあい健
康館１階ホールで。落語家・笑福亭学光さ
んによる落語など。定員は２００人（抽選）。
参加無料（ただし、整理券が必要）。
申はがきまたは申込用紙に、住所、名前、
電話番号を書いて、２月４日	（必着）ま

でに、ふれあい健康館（〒７７０－８０５３沖浜
東２－１６ �６５７－０１９０）へ。

２月２６日�１３：００～。中央公民館６階で。
貴重な「記憶」を後世に伝えるための聴き
書き方法の講習会。講師は、NPO「昭和の
記憶」事務局長の滝澤尚子さん。定員は５０
人（先着）。参加無料。
申住所、名前、年齢、電話番号をファク
スまたは電話で市立図書館（�６５４－４４２１

６５４－４４２３）へ。

２月２４日�１８：４５～２０：４５。ふれあい健
康館２階で。テーマは「仕事と暮らしのバ
ランス」。参加無料。対象は、徳島県内の女
性経営者や会社経営に携わる女性４０人。
申２月２０日�までに、電話またはファク
ス（会社名、名前、電話番号、メールアド
レスを記入）で商工労政課（�６２１－５２２５

６２１－５１９６）へ。

２月７日�１０：００～１６：００。ふれあい健
康館で。障害がある人が制作した作品の展
示・即売、茶席、手話コーラスなど。
問障害福祉課（�６２１－５１７７
６２１－５３００）

２月１５日�１４：００～１６：００（開場１３：３０）。
ふれあい健康館１階で。演題は「インター
ネットと人権」。講師は反差別ネットワーク
人権研究会代表の田畑重志さん。
問社会教育課（�６２１－５４１７）

徳島市と名東郡の公立中学校特別支援学
級の生徒の作品を市内２カ所で展示。 ▽ふ
れあい健康館１階きっかけ空間＝２月１０日
�～１５日�９：００～２１：００（１１日・１５日は
１７：００まで） ▽市役所１階国際親善コーナ
ー＝２月１６日�～２０日�８：３０～１７：００
（初日は１１：００から、最終日は１５：００まで）。
問教育研究所（�６２１－５４３２）

２月１３日�１３：３０～１５：００。保健センタ
ー会議室（ふれあい健康館３階）で。内容
は、栄養士の講話。対象は市民。準備物は、
血液検査結果・健診結果、普段使っている
茶碗、筆記用具など。直接会場へ。
問保健センター（�６５６－０５３４）

▽７日�お話と絵本 ▽１４日�腹話術 ▽２１
日�お話と手遊び ▽２８日�おんぶとだっこ
のふれあい遊び。各１０：３０～１１：００ ▽２２日�
エンジョイイングリッシュ。１０：００～１１：００。
問市立図書館（�６５４－４４２１）

徳島市が平成２１年４月１日～９月３０日に
発注する物品関係の指名競争入札参加資格
審査申請を追加受け付け。
申所定の用紙で２月２７日�までに、管財
課（市役所７階 �６２１－５０５５）へ。

農業経営基盤強化促進法によるもの。対
象は、市街化調整区域内の農地で、借り手
は経営規模拡大を志向する農家。特徴は ▽

農地法の許可は不要で小作地所有の制限は
受けない ▽契約期間が過ぎれば離作料を払
うことなく確実に返してもらえる－など。
申貸し手・借り手の印鑑、貸借する土地
の登記事項証明書を持って、２月２日�～
１０日�に農業委員会事務局（市役所３階
�６２１－５３９３）へ。

２月９日�～１６日�。定期点検のため運休。
問徳島市観光協会（�６２２－４０１０）

２月１４日�１３：００～１７：００（受け付け１２：００
～）。徳島県建設センター（富田浜２－１０）
７階で。傍聴の定員は１５０人（先着）。
問国土交通省徳島河川国道事務所地域連
携課（�６５４－２２１１）

住宅に新たに太陽光発電システムを設置
する場合、国から設置費用の一部を受け取
ることができる補助制度がスタート。募集
期間は３月３１日�まで。補助金額は、太陽
電池出力１kWあたり７万円。対象は、自
宅に対象システムを設置する個人。申請方
法など詳しくはお問い合わせを。
問県環境首都課（�６２１－２３３４）

近い将来の発生が危ぐされている「新
型インフルエンザ」は、もし発生すれば、
ごく短期間で大きな被害をもたらすと予
測されています。
その対策としてまず必要なことは、正
しい知識を持つことです。保健センター
では「家族を守る新型インフルエンザ対
策」の小冊子を用意しました。配布を希
望される人は、保健センターまたは各支
所までお越しください。
問保健センター（�６５６－０５２９）

祝日のごみ収集
２月１１日	は、平常どおり行います。

問生活環境課（�６２１－５２１７）

保険料を納められないときは免除制度や若年者納付猶予制度のご利用を！国民年金 ごごごごごごごごごごごご活活活活活活活活活活活活用用用用用用用用用用用用くくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだささささささささささささいいいいいいいいいいいい「「「「「「「「「「「「就就就就就就就就就就就就学学学学学学学学学学学学支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援シシシシシシシシシシシシーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトト」」」」」」」」」」」」「「「「「「「「「「「「ががががががががががががんんんんんんんんんんんんはははははははははははは予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防すすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるる時時時時時時時時時時時時代代代代代代代代代代代代！！！！！！！！！！！！」」」」」」」」」」」」
徳徳島島市市民民病病院院医医師師にによよるる講講演演会会 「就学支援シート」は、お子さん一人一

人が豊かで楽しい学校生活を送るため
に、お子さんの特性やかかわり方を小学
校などに引き継ぐためのものです。
【作成から活用までの流れ】
①活用を希望される保護者は、市内の公
立および認可保育所（園）、幼稚園、学校
教育課（市役所１１階）でシートを受け取
る
②保護者がシートに記入し、保育所（園）
や幼稚園などに提出する
③保育所（園）や幼稚園などは保護者と
相談しながら支援の様子などを記入
④入学式までに、保護者が小学校などに
持っていく
⑤小学校などは「就学支援シート」を活
用し、一人一人の特性に応じた支援に努
める
［問い合わせ先］学校教育課（�６２１－５４１２）

経済的な理由などからどうしても保険料を納められないときに、未納のままでは将来年金を受けられない
場合がありますので、免除制度などをご利用ください。

【免除制度】被保険者とその配偶者および世帯主
の所得が一定額以下の場合は左表の免除制度が
あります。免除が承認されるとその期間は年金
の受給資格期間として計算され、３分の１から６分
の５が年金額に反映されます。
【若年者納付猶予制度】３０歳未満の被保険者とそ
の配偶者の所得が一定額以下の場合は、被保険
者が３０歳に到達する日の前月までの保険料納付
が猶予されます。その期間は年金受給資格期間
として計算されますが年金額には反映しません。
［申請方法］年金手帳、印鑑（朱肉使用）などを持
って、保険年金課１１番窓口（市役所１階）へ。平成
１９年４月以降の失業により申請される場合は、失
業が確認できる雇用保険受給資格者証などが必
要。代理申請の場合は、委任状（同居の親族が申
請される場合は不要）と代理人の身分証明書が
必要。
［問い合わせ先］保険年金課（�６２１－５１６２）

下表のとおり、ふれあい健康館１階ホー
ルで開催します。定員は１８０人（先着）。参
加は無料です。直接会場へお越しください。

［問い合わせ先］保健センター（�６５６－０５３０）

講演内容・講師

「乳がんになりやすい人・
なりにくい人」
外科主任医長・日野直樹

「子宮がんの原因と早期発
見について」
産婦人科総括部長・東敬次郎

「肺がんとは」
外科主任医長・三好孝典

「大腸がんの早期発見と治
療（検診のすすめ）」
副院長（外科）・惣中康秀

「胃がんとは」
外科総括部長・和田大助

時間

１３：３０～１４：２５

１４：３０～１５：１５

１５：２０～１６：０５

１３：３０～１４：２５

１４：３０～１５：１５

日

２
／
７
�

２
／
２１
�

受給時

年金額に３分
の１が反映

年金額に２分
の１が反映

年金額に３分
の２が反映

年金額に６分
の５が反映

保険料

全額免除

月額
３，６００円

月額
７，２１０円

月額
１０，８１０円

区 分

・障害基礎年金の受給権者になっ
たとき
・生活保護（生活扶助）を受けてい
るとき（生活保護を受け始めたと
き、廃止になったときは、届け出が
必要）

所得が一定額以下で、保険料の納
付が困難な人は、申請により保険
料の全額を免除。

所得が一定額以下で、保険料の全
額納付が困難な人は、申請により
保険料の４分の３を免除。

所得が一定額以下で、保険料の全
額納付が困難な人は、申請により
保険料の半額を免除。

所得が一定額以下で、保険料の全
額納付が困難な人は、申請により
保険料の４分の１を免除。

法
定
免
除

申
請
免
除

徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。 電話番号案内および夜間・休日にご用のある人は代表番号（�６２１－５１１１）へ。徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。 電話番号案内および夜間・休日にご用のある人は代表番号（�６２１－５１１１）へ。

広 報

徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。 電話番号案内および夜間・休日にご用のある人は代表番号（�６２１－５１１１）へ。
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徳島市では、新たな財源確保と地域経済の活性化を図るため、さ
まざまな広告事業を行っています。詳細は、徳島市ホームページに
掲載しています（各申込書はダウンロード可）。

★ホームページのバナー広告

［掲載するページ］徳島市ホームペ
ージのトップページ
（http : //www.city.tokushima.
tokushima.jp／）
［掲載位置］トップページの右上段
［広告掲載料］１枠あたり月額
２０，０００円（税込み）
［広告掲載枠数］６枠
［申し込み方法］所定の広告掲載申込書を２月２日�～１６日�（郵
送の場合は必着）までに、広報広聴課（市役所９階）に提出
［問い合わせ先］広報広聴課（�６２１－５０９１）

徳徳徳徳徳島島島島島駅駅駅駅駅伝伝伝伝伝ののののの応応応応応援援援援援ああああありりりりりがががががとととととうううううごごごごござざざざざいいいいいままままましししししたたたたた
徳島市選手団団長・原秀樹

選手・スタッフ・応
援する市民が一丸とな
って、１９年ぶりに優勝
することができました。
ゴールする片山選手を
迎えたときは胸が熱く
なりました。徳島市の

新春の幕開けを飾る輝かしい快挙であり、選
手をはじめ、関係者の皆さんの頑張りに心か
ら感謝を申し上げたいと思います。
市民の皆さんには、寒い中、沿道から温か
いご声援をいただきました。懸命に走る選手
の励みになったと思います。ありがとうござ
いました。
来年の徳島駅伝でも好成績が挙げられるよ
う、引き続き市民の皆さんのご支援をお願い
します。

★市役所本庁舎エレベーター広告

［掲載場所］本館西側エレベーター４基の内側壁面（B２・A２ポス
ターサイズ） ［広告掲載料］月額１３，２００円～入札により決定（平
成２１年４月１日から１年間） ［広告掲載社数］３社

★市役所本庁舎広告付き玄関マット

［設置場所］市役所本庁舎１階各出入り口
［広告掲載料］月額１３，０００円～入札により決定（平成２１年４月１日
から３年間） ［広告掲載社数］１社
［申し込み方法］所定の広告掲載申込書を２月１３日�（郵送の場合
は必着）までに、管財課（市役所７階）に提出
［問い合わせ先］管財課（�６２１－５０５５）
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今
回
の
特
別

展
で
は
、
江
戸
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代
の
絵
画
・
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な
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形
な
ど
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作
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が
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﹇
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き
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月
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日
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展
示
内
容
﹈「
紫
式
部
石
山
寺
観
月

図
」
渡
辺
尚
輝
筆
、
「
源
氏
物
語
若

紫
図
」「
源
氏
物
語
若
菜
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辺
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語
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絵
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図
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貫
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中
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でで

楽楽
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しし
おお

りり
作作
りり
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姫
君
ゆ
か
り

の
装
束
に
散

ら
さ
れ
て
い
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有
職
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を
も
と
に
、

切
り
絵
で
美
し
い
栞
（
し
お
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）
を

制
作
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◆◆
源源
氏氏
物物
語語
のの
世世
界界
〜〜
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際
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付
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様
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源
氏
物
語
の
世
界
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現
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優
雅
な
雅
楽
の
音
色
と
、
平
安
時
代

の
発
音
に
よ
る
「
源
氏
物
語
」
の
朗

読
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

﹇
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師
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博
昭
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（
四
国

大
学
教
授
）、瀬
尾
静
子
さ
ん

（
瀬
尾
静
子
き
も
の
学
院
長
）

﹇
出
演
﹈阿
波
雅
楽
会
、
高
島
由

里
さ
ん
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
）

※
イ
ベ
ン
ト
参
加
は
無
料
（
た

だ
し
、
入
館
料
が
必
要
）。

◇
◇
◇

﹇
休
館
日
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月
曜
日

﹇
入
館
料
﹈大
人
５
０
０
円
、
高

校
・
大
学
生
３
０
０
円
、
中
学

生
以
下
無
料
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◆徳島城射初め演武と新成人記念射会
かつて徳島藩で、藩主が家臣によ
る新年のあいさつを受ける際に行わ
れていた行事を古式にのっとり再現
します。ことしは、鹿児島県出水市
指定文化財の「薩摩日置流腰矢組
弓」（＝写真）
の演武が披露
されます。
また、同日

１３：００からは
ことし２０歳を
迎える新成人による競技型式の射会
を行います。
［とき］２月８日�１０：００～（記念射会
は１３：００～）
［ところ］旧徳島城表御殿庭園
［実施］弓術浦上同門会徳島支部

［問い合わせ先］徳島城博物館
（�６５６－２５２５）

◆「お雛さまに変身」参加者募集！
［とき］２月２２日�１３：００～１６：００
（時間指定
あり）
［参加対象］
小学生以上
［定員］６０人
（抽選）
［申し込み
方法］往復
はがきに、
住所、名前、
電話番号、年齢、身長、返信あて名
を書いて、２月１４日�（必着）ま
でに、徳島城博物館（〒７７０－０８５１
徳島町城内１－８）へ。

人権尊重社会の実現への取り組みの一環として「人権を考える市民のつ
どい」を開催します。参加無料。
［とき］２月１６日�１３：３０～１５：００（開場１３：００）
［ところ］徳島市立文化センター
［内容］人権問題講演会「一人一人が素敵に暮らすために」
［講師］草野満代さん（キャスター）＝写真
※手話通訳、要約筆記、託児があります
［問い合わせ先］人権推進課（�６２１－５１６９）

阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿波波波波波波波波波波波波波波おおおおおおおおおおおおおおどどどどどどどどどどどどどどりりりりりりりりりりりりりり会会会会会会会会会会会会会会館館館館館館館館館館館館館館めめめめめめめめめめめめめめぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐりりりりりりりりりりりりりり ２２２２２２２２２２２２２２／／／／／／／／／／／／／／２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２��������������ままままままままままままままでででででででででででででで
阿波おどり会館を利用された人に、ペア宿泊券や観光物産品などの賞品

が当たるプレゼント応募券を進呈します。
［対象］期間中、阿波おどり会館の入場券を購入された人、または同館ショ
ップ「あるでよ徳島」で買い物をされた人
［その他］同期間中（２／９～１６は除く）、３種セット（阿波おどりミュージ
アム、昼の阿波おどり公演、眉山ロープウェイ）を購入し、スタンプカー
ドに３カ所押印すれば郷土料理の試食、または阿波おどりグッズを進呈。
［問い合わせ先］阿波おどり会館（�６１１－１６１１）

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
�（
６
２
１
）５
４
２
７

▲総合１位でゴールする徳島市のアンカー片山弘之選手
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